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　大晦日恒例の令和３年ＮＨＫ紅
白歌合戦に５人組ロックバンド「東
京事変」が紅組で出場、左端でピア
ノを担当したのが伊澤一葉さん（46
期）です。前年に続く２年連続です。
青陵高校出身で紅白歌合戦に出場し
たのは初めてと思われます。
　シンガーソングライター椎名林檎率
いる東京事変は刺激的なネーミング
ですが、話題性はあっても事件性はあ
りません。樋口一葉の再来？　でもな

く、本名は伊澤啓太郎です。
　同年のステージでは、伊澤さんが作曲した新
曲「緑酒」（りょくしゅ）で勝負しました。メンバー
５人は、ロックバンドには珍しく羽織袴という和
装で、大トリに近い最終盤に登場、注目を集め
ました。
　♪乾杯日本の衆、今日は今日でまあ一つ…
と、椎名の歌声が響きます。ステージの左端で華
麗なピアノの弾き語りをしたのが伊澤さんです。
　「紅灯緑酒」という言葉もある緑酒は美酒の
意で、テレビ画面のテロップによれば、「アフ
ターコロナにやりたいこと」「希望あふれる明日
を願って」という、時宜にかなったメッセージを
発しました。
　クライマックスでは伊澤さんらメンバー全員
が紙吹雪に包まれた中で熱演、聴衆を魅了しま
した。
　ちなみに、緑酒はテレビ東京系のニュース番
組「ワールドビジネスサテライト」（ＷＢＳ）の番
組リニューアルに際し書き下ろされ、エンディン
グテーマ曲となっています。
　伊澤さんはすでに椎名林檎として出場した

紅白のバックバ
ンドとして何回
かステージを踏
んでいました。
　伊澤さんは青
陵時代、国立大
学を目指してい
ましたが、もとも

と興味のある音楽や華やかな世界にあこがれ、3年の
夏、急きょ進路変更し国立音楽大学作曲学科に進学しま
した。多くの個性的な友人たちに感化され、アルバイトや
演奏の仕事を通じて知り合った先輩に教わりながら自分
磨きをする毎日を送りました。
　大学を中退、好奇心を持った海外への無計画な旅に飛
び出すなど世界を広げる一方、作曲・バンド活動に精力

的に取り組みました。さらに、
単身でライブ活動を始めてか
ら出会ったのがアーティスト椎
名林檎でした。椎名の誘いで東
京事変に参加、ピアノが弾ける
キーボード奏者として存在感を
示しました。これが紅白歌合戦
出場につながりました。
　本名で自らのバンド「あっぱ」
を率いるなど幅広く活躍、演奏

もピアノ、キーボードに
加えギター、ベース、
ボーカル、それに詩曲
の提供と多彩、マルチな
ミュージシャンです。「皆
さんに健やかで心豊か
になっていただくため、
より良い作品を届けた
い」と、さらなる努力を
惜しみません。
　高３の担任から聞い
た「人生（人間）万事塞
翁が馬」の言葉を今も
胸に深くしまって歩んで
います。
　母校の葦高小学校創
立50周年、さらに父正
信さん（20期）の経営す
るクラブン㈱創業70周
年の、それぞれ記念ソン
グを作曲するなど古里
にも貢献しています。
□…伊澤さんは青陵時
代、文化祭で仲間と組みバンド演奏をしました／この

記事の一部は『創立100周年記念誌』の伊澤さんの寄稿文を参
考にしています。

令
和
3
年 

青
陵
出
身
初
の
快
挙

華
麗
な
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り

ス
テ
ー
ジ
の
全
景（
左

端
が
伊
澤
さ
ん
）＝
同

　

東
京
事
変
と
は　

椎
名
林
檎
を
中
心
に

２
０
０
３（
平
成
15
年
）に
結
成
し
た
5
人
組
の

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
。ボ
ー
カ
ル
、ベ
ー
ス
、ギ
タ
ー
、ド

ラ
ム
ス
、キ
ー
ボ
ー
ド
の
構
成
。２
０
１
２（
同
24
）

年
に
解
散
。２
０
２
０（
令
和
２
）年
に「
再
生
」と

称
し
て
再
始
動
し
た
。こ
の
世
界
で
は〝
事
変
〟の

愛
称
で
呼
ば
れ
る
。伊
澤
一
葉
さ
ん
は
ほ
ぼ
全
期

間
参
加
、キ
ー
ボ
ー
ド
を
担
当
し
て
い
る
。

　

伊
澤
一
葉
さ
ん
の
話　

紅
白
歌
合
戦
に
出
場
で

き
た
幸
運
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。関
係
者

の
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。郷
ひ
ろ
み

さ
ん
は
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
全
開
で
や
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
と
綿
密
に
や
り
取
り
し
な
が

ら
作
り
上
げ
て
い
く
作
業
な
ど
間
近
で
見
た
プ
ロ

の
姿
勢
に
感
動
し
ま
し
た
。本
番
で
は
紙
吹
雪
が

リ
ハ
ー
サ
ル
の
倍
、
降
っ
て
き
た
の
で
焦
る
の
を

通
り
越
し
て
笑
え
て
き
ま
し
た
ね
。

〈
裏
話
〉大
量
の
紙
吹
雪
は「（
か
つ
て
の
）北
島
三
郎
さ
ん

の『
風
雪
な
が
れ
旅
』よ
り
も
た

く
さ
ん
降
ら
し
て
」と
い
う
椎
名

林
檎
の
要
望
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

綿
密
に
作
り
上
げ
る
プ
ロ
の
姿
勢
に
感
動

白「東京事変」メンバー
伊澤  一葉さ

　ん（46期）

Ｎ Ｈ Ｋ

紅紅

令和３年の紅白歌合
戦に出場した東京

事変の伊澤一葉さん
＝ＮHKテレビより

歌 合 戦 出 場
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　高校生
活は、相
変わらず
コロナ禍
に振り回
されまし

た。春季球技大会
は２度の雨天延期の末、GWの合間に開
催することができました。しかしGW明け
から感染者が一気に増加し、８クラスが
学級閉鎖となり中間考査を中止するとい
う異例の事態が起きました。
　心配された６月の修学旅行は、対応策
として出発日前の４日間を自宅学習（登校
禁止）にして、無事に実施することができ

ました。中学時代の修学旅行が中止された生徒達で
あったため、北海道・東京をそれぞれ大いに満喫する
ことができたようです。

　部活動は４月以降、多く
の部が感染による数日間
の「活動停止期間」を何度
も繰り返すなど、現在も感染の恐怖と戦いながら地
道に活動しています。長期にわたって県外チームと
の練習試合の禁止や県外遠征、合宿も禁止という制
限を受け続けていますが、今（令和４）年も県大会で

の上位進出や中国大会・全国大会に出場を果たした
生徒がいます。
　青陵祭は「紺青竜胆〜高く飛べ遥かなる高みへ〜」
をテーマに取り組みました。直前に感染者数が過去
最大となるなど波乱の幕開けでしたが、天候にも恵

まれ予定通り無事に終え
ることができました。
　文化の部は昨年同様、保
護者らの来校は禁止でし

たが、体育の部は３年生の保護者に限り、１家族１人
のみの観戦を許可しました。また昨年と同じく、業者
によるユーチューブでの限定公開発信も実施しまし
た。

　

令
和
３
年
度

は
、
2
5
2
人（
現

浪
込
み
）が
国
公

立
大
学
に
合
格
し

ま
し
た
。
前
年
よ

り
21
人
増
え
ま
し

た
。難
関
大
学
・
医

歯
薬
の
合
格
者
数

は
45
人
で
、
そ
の

う
ち
医
学
部
医
学

科
に
は
4
人
が
合

格
し
ま
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
こ

と
は
、
久
し
ぶ
り

に
現
役
で
東
大
合

格
者
が
１
人
出
た
こ
と
、
岡
山

大
を
含
む
国
立
大
医
学
部
医
学

科
の
現
役
合
格
も
３
人
あ
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
学
年
は
、
２

年
生
の
４
月
・
５
月

に
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
学
校
が
休
校

に
な
り
、直
後
の
７
月
の
模
擬
試

験
で
は
成
績
が
振
る
わ
ず
、心
配

を
し
た
学
年
で
し
た
。さ
ら
に
、

共
通
テ
ス
ト
で
は
新
傾
向
の
出

題
が
多
く
、平
均
点
が
昨
年
よ
り

約
50
点
下
が
る（
9
0
0
点
満
点

中
）と
い
う
驚
き
の
事
態
も
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
れ
ら
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
、生
徒
の
皆
さ
ん
が
よ

く
挽
回
し
た
結
果
が
上
記
の
数

字
で
あ
り
、生
徒
の
志
望
を
高
め

そ
れ
を
貫
か
せ
る
進
路
指
導

の
成
果
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年（
同
4
年
）度
も
生
徒

た
ち
は
高
い
目
標
を
持
っ
て
日
々
の
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。修
学
旅
行
な
ど
の

学
校
行
事
も
復
活
し
つ
つ
あ
り
、
私
た
ち

は
コ
ロ
ナ
対
策
と
通
常
業
務
を
両
立
し
つ

つ
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
私
た

ち
の
直
接
の
指
導
か
ら
は
離
れ
て
い
ま
す

が
、努
力
し
続
け
る
浪
人
生
の
皆
さ
ん
も
お

ら
れ
ま
す
。お
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
理

解
、ご
支
援
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

進
路

進
路
指
導
課
長

　�

岡
田
　
泰や
す
ま
さ全

生
徒
指
導
課
長

　�

平
松
　
利
文

東大１、京大３、九大９、岡大69人

令和３年度大学合格状況（既卒含む）

東京大……………1
京都大……………3

北海道大…………1
大阪大……………8
九州大……………9

東北大……………1
神戸大………… 13
難関大  合計… … 36

難関国立大学

筑波大……………1
電気通信大………2
東京都立大………1
東京海洋大………1
横浜国立大………1
大阪教育大………2

鳥取大……………3
島根大……………6
岡山大………… 69
岡山県立大…… 10
広島大……………9
山口大……………5
徳島大……………9

香川大………… 27
愛媛大………… 17
高知大……………3
九州工大…………3
その他の大学… 83

国公立大 合計…… 252

国公立大学

国公立医学科……4
国公立歯学科……1

国公立薬学科……4 国公立医歯薬 合計…… 9
国公立医歯薬

駒澤大……………4
専修大……………1
津田塾大…………4
明治大……………3
早稲田大…………3

法政大……………3
同志社大……… 29
同志社女子大……1
立命館大……… 78
近畿大………… 98
京都産業大…… 16

関西大………… 18
関西学院大…… 38
岡山理大……… 33
川崎医療福祉大… 42
就実大………… 64
清心女子大…… 58

主な私立大学

法学部……………5
経済学部…………6
文学部……………5
教育学部……… 13

理学部……………4
工学部………… 16
医学部医学科……2
医学部保健学科…9
薬学部……………5

農学部……………2
グローバルディスカバリープログラム……2
岡山大学 合計…… 69

岡山大学 学部別

早大３、明大３、関関同立163人

ロ 禍ナコ

活
生

共
通
テ
ス
ト
新
傾
向
の
出
題
克
服

制限しのぎ地道に部活

異例の中間考査中止

国公立に252人、前年比21人増
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　「あなたの『行き
たい！』が県立（こ
こ）にある」というフ
レーズで、県内全
51の県立高校の
特徴や魅力をまと
めた県教委ポータ
ルサイト「おかや
ま県立高校情報ナ
ビ」が令和３年10
月に開設されまし
た。
　早速、学校一覧
から「倉敷青陵高
校」を検索、閲覧し
ました。それによる
と－。

　まず「特徴」として、「永遠の理想を追求する青春の陵
（おか）」と、校名に込められた意味を紹介。「部活動」は近
年定着したモットー「文武不岐」を掲げ、勉強と一体不
可分の考え方で取り組む。最後の「学校データ」欄に文化
部、体育部（男女チーム別）と同好会を含め43の部活動を紹介。
　「学習環境」は進路学習室や県内屈指の規模を誇る図書館な
ど充実した施設、「学科紹介」は普通科として文系、理系に分か
れ、さらに難関大学から芸術系大学まで幅広い入試対策を行
う。
　「PICK　UP－学校の
魅力」として、生徒が自
主的に選択する「土曜
日ＦＷ（フリーウイー
クエンド）講座」を挙
げ、難関大学の入試対
策、外部講師を招き進
路選択の指針とする。
さらに、答えのない問いへの挑戦「探究」ではフィールドワー
ク、企業や大学訪問によりゼミ形式で研究、論文にまとめ発信
する。
　多方面から極めてレベルの高い取り組みを重ね、内容の濃
い学校生活が見て取れます。効率よくまとめた青陵ＨＰのダ
イジェスト版でした。皆さんもぜひご覧ください。

　

青
陵
の
学
校
要
覧
に
あ
る
校
訓
・
教
育
目
標
の「
知
・
徳
・
体
」、「
自
主

自
律
」、さ
ら
に「
知
・
徳
・
体
」に
つ
な
が
る
モ
ッ
ト
ー
「
文
武
不
岐
」に

ち
な
ん
で
、他
校
は
ど
の
よ
う
な
校
訓
な
の
か
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
『
伝
統
高
校
１
０
０
西
日
本

篇
』（
武
久
出
版
）を
も
と
に
校

風
、
校
是
、
理
念
、
校
訓
、
教
育
方

針
を
一
括
し
て
挙
げ
る
と

－

。

　
「
知
・
徳
・
体
」は
意
外
に
少
な
く
、
津
山
ぐ
ら
い
で
、
甲
南（
兵
庫
）が

「
徳
育
・
体
育
・
知
育
」、防
府（
山
口
）が「
智
育
・
徳
育
・
体
育
」で
す
。「
文

武
不
岐
」は
ゼ
ロ
で
、大
村（
長
崎
）が
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の

「
両
道
不
岐
」で
す
。

　
「
文
武
両
道
」は
多
く
、
西
大
寺
や
米
子
東（
鳥

取
）な
ど
14
校
あ
り
ま
す
。福
山
誠
之
館（
広
島
）

は「
文
武
一
致
」で
す
。「
知
・
徳
・
体
」と「
文
武
不

岐
」の
両
方
を
掲
げ
る
学
校
は
青
陵
の
み
で
し

た
。「
自
主
自
律（
自
立
）」は
高
岡（
富
山
）や
大
社（
島
根
）な
ど
12
校
あ

り
ま
す
。

　

最
も
多
い
の
が「
質
実
剛
健
」と「
剛
健
」で
、
高
知
追
手
前
や
鶴
丸（
鹿

児
島
）な
ど
18
校
も
あ
り
ま
す
。「
陵
歌
」の
青
陵
も

そ
う
で
す
が
、
旧
制
中
学
の
流
れ
を
汲
ん
だ
バ
ン

カ
ラ
な
校
風
の
学
校
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

珍
し
い
校
訓
と
し
て「
悠
志
青
雲
」（
港
・
大

阪
）、弘
毅
篤
学（
金
沢
錦
丘
・
石
川
）が
目
に
つ
き
、校
訓
の
な
い
今
治
西

（
愛
媛
）は「
蛍
雪
精
神
」が
校
風
で
す
。　

□
…
「
悠
志
」は
永
遠
の
志
、「
弘
毅
」は
心
が
広
く
意
志
が
強
い
こ
と
、

「
蛍
雪
」は
苦
労
し
て
学
問
を
す
る
こ
と
。�

（
編
集
室
）

西日本100校に見る校訓こ
ぼ
れ
話 「

知
・
徳
・
体
」＋「
文
武
不
岐
」は
青
陵
の
み

「
知
・
徳
・
体
」＋「
文
武
不
岐
」は
青
陵
の
み

最
も
多
い「
質
実
剛
健
」18
校

［
転
　
任
］

玉
野
商
工　

副
校
長	

泉
　
　
浩
明
（
平
成
三
〇
年
〜
）
数
学

（
校
長
）

岡
山
芳
泉　

教　

諭	

萱
嶋
　
宏
康
（
平
成
二
六
年
〜
）
数
学

鴨　
　

方　

教　

諭	

村
上
　
裕
亮
（
平
成
二
九
年
〜
）
国
語

（
青
陵
59
期
）

林　
　

野　

教　

諭	

小
山
　
菜
摘
（
平
成
二
九
年
〜
）
国
語

岡
山
城
東　

教　

諭	

浅
野
　
公
典
（
平
成
二
二
年
〜
）
数
学

津　
　

山　

教　

諭	

戸
田
　
祥
太
（
平
成
三
〇
年
〜
）
理
科

岡
山
操
山　

教　

諭	

荒
木
　
惠
理
（
平
成
二
五
年
〜
）
英
語

興　
　

陽　

教　

諭	

大
口
千
恵
子
（
平
成
一
九
年
〜
）
英
語

西
大
寺　
常
勤
講
師	

弓
取
　
大
輔
（
令
和
三
年
〜
）
理
科

�

（
青
陵
68
期
）

［
着
　
任
］

副
校
長　

国　

語	

片
山
　
智
司
（
倉
敷
青
陵
）

（
昇
格
）

教　
　

頭　

数　

学	

與
曽
井
一
史
（
岡
山
一
宮
）

指
導
教
諭　

理　

科	

村
山
　
大
輔
（
倉
敷
青
陵
）

（
昇
格
）

指
導
教
諭　

英　

語	

桐
野
　
隆
江
（
教
育
セ
ン
タ
ー
）

教　
　

諭　

国　

語	

山
田
真
理
子
（
笠
岡
）

教　
　

諭　

国　

語	

米
田
　
朝
陽
（
新
採
用
）

教　
　

諭　

数　

学	

桒
原
　
英
樹
（
岡
山
朝
日
）

教　
　

諭　

理　

科	

赤
木
　
知
良
（
玉
野
光
南
）

教　
　

諭　

理　

科	

木
村
　
哲
也
（
岡
山
操
山
）

（
青
陵
45
期
）

教　
　

諭　

英　

語	

和
田
　
博
文
（
矢
掛
）

教　
　

諭　

音　

楽	

戸
田
名
穂
子
（
倉
敷
鷲
羽
）

（
青
陵
52
期
）

教　
　

諭　

数　

学	

妹
尾
　
知
真
（
新
採
用
）

事
務
部
長　

事　

務	

八
田
　
和
子
（
興
陽
）

［
退
　
職
］

指
導
教
諭　

青
陵
教
諭	

難
波
　
俊
晴
（
平
成
二
一
年
〜
）
地
歴
公

　
　
　

  　

（
再
任
用
）

事
務
部
長	

大
崎
美
由
紀
（
令
和
二
年
〜
）  

事 

務

令
和
３
年
度
末
の
主
な
教
職
員
異
動

片
山
教
頭
、副
校
長
に
昇
格

県
教
委「
お
か
や
ま
県
立
高
校
情
報
ナ
ビ
」開
設

青陵はＦＷ講座、「探究」、部活紹介

副
校
長
の
泉
氏 

玉
野
商
工
校
長

「
情
報
ナ
ビ
」に
掲
載
さ

れ
た
体
育
祭
の
一
コ
マ
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ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
は
倉
女

（
倉
敷
高
等
女
学
校
）の

時
代
か
ら
強
豪
で
鳴
ら
し
、岡
山

県
内
で
は
ラ
イ
バ
ル
一
女（
現
岡
山
操
山

高
）と
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
し

た
。学
制
改
革
に
よ
り
昭
和
24
年

3
月
、
最
後
の
第
40
期
卒
業
生
を

生
み
、
現
在
の
校
名
に
改
称
し
た

後
も
、
倉
女
Ｏ
Ｇ
と
し
て
国
体
な

ど
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
も
チ
ー
ム
力
を
温
存
し
て
い
た
両
校

は
、
第
5
回
国
体（
同
25
年
）を
倉
女
Ｏ
Ｇ
主

体
、第
6
回
国
体（
同
26
年
）を
一
女
Ｏ
Ｇ
主
体

の
混
成
チ
ー
ム
で
一
般
女
子
の
部
に
出
場
、
力

を
合
わ
せ
見
事
、連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

倉
女
は
素
早
い
ボ
ー
ル
回
し
、
一
女
は
よ

く
走
る

チ
ー
ム

で
し
た
。

「
う
ま

く
か
み

合
え
ば

い
い
が

…
」と
監

督
も
心

配
、倉
敷

と
岡
山

な
の
で
合
同
練
習
は
ほ
と

ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、息
の
合
っ
た
速
攻
が
さ

え
て
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
加
藤

（
旧
姓
大
隅
）香
代
子
さ

ん
＝
倉
女
37
期
＝
は「
同

じ
競
技
に
打
ち
込
ん
で
き

た
者
同
士
、
ラ
イ
バ
ル
と

い
っ
て
も
仲
が
良
く
、
試
合

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群

で
し
た
ね
」と
述
懐
し
て
い

ま
す
。

　

続
く
第
7
回
国
体（
同
27
年
）は
倉
女
Ｏ
Ｇ
の
単

独
チ
ー
ム
で
優
勝
、つ
ま
り
3
連
覇
し
た
の
で
し
た
。

　

両
校
の
現
役
も
強
豪
校
の
伝
統
を
維
持
、
同
25
年

に
は
全
国
高
校
選
手
権
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）の
決
勝
で

激
突
、
操
山
に
敗
れ
た
も
の
の

準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

同
10
～
20
年
代
は
岡
山
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
界

の
黄
金
期
で
し
た
。そ
れ
を
中
軸
で
支
え
た

の
が
倉
女
・
青
陵
で
す
。（
こ
の
項
、山
陽
新
聞

社『
岡
山
ス
ポ
ー
ツ
半
世
紀
』よ
り
）

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
界
の
強
豪
だ
け
に
、各
種
大

会
は
青
陵
高
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。同
35
年
に
は
日
本
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
協
会
の
名
誉
総
裁
を
務
め
る
高
松
宮

様
が
、
同
校
を
会
場
に
開
か
れ
た
全
国
高
校

選
手
権
大
会
、
翌
年
の
全
国
一
般
選
手
権
大

会
に
ご
臨
席
の
た
め
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
37
年
に
は
岡
山
国
体
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
ご
臨
席

の
た
め
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
来
校
さ

れ
ま
し
た
。ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
強
豪
青
陵

の
お
か
げ
で
ご
来
臨
さ
れ
た
わ
け
で
、
高

校
へ
の
天
皇
陛
下
ご
来
臨
は
県
内
で
も
あ

ま
り
例
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

名門ハンドボール部

　実はね、全国に名を轟かせた強い「ハン
ドボールの倉女」にあこがれて青陵に進学
したんですよ。勉強は好きではなかったん

だけど（笑い）、運
動が好きで足も
速かったんです。
　校名が倉女か
ら青陵に変わっ
て３年目の昭和
26年 に 入 学、

迷わずハンドボール部に入部しました。入学直前に東西対
抗女子ハンドボール大会など２回、入学した1年生の年にも

先輩たちは広島国体など２回それぞれ優勝、倉女の伝統を
しっかり受け継いでいた時代でした。
　２年生になると、ぼつぼつ試合に出してもらい西日本女
子ハンドボール大会で優勝の経験をしましたね。３年生で
主将になり四国国体に出場、当然優勝を狙いましたが、うま
くいきませんでした。
　部員は20人ほどいました。11人制（現在は７人制）なの
で試合に困ることはなかったですよ。さすがに練習はきつ
く、広いコートを走り回ると当然けがもします。商店街の薬局
に足を引きずりながら行ったのを覚えています。
　思いがけない、うれしいことがあったんですよ。国体での

私たちの活躍ぶりを新聞か何かで見たんでしょうか、帰宅す
ると面識のない（出身校の）豊洲小学校の校長先生がわざ
わざ家に来てくれて、「試合は厳しかった？　よう頑張ったな
あ」と慰労してくれて、びっくりしました。後で調べると岡田清
之という校長先生でしたね。

　今でも同期の三宅（現姓大江）一恵さん＝家庭科＝や２
年先輩の新山（現姓野口）末子さん＝３期＝らとお付き合い
があります。
　すっかりハンドボールに取りつかれてねえ、卒業してから
も青陵ＯＧチームを作って３年間活動しました。大会の上
位には食い込めませんでしたけどね。
　国体に現役、ＯＧの６年間オール出場しました。出発の日
は倉敷駅へ校長先生が来て壮行式をしてくれます。これでさ
あやるぞ！　という気になりました。

　東北の国体には仙台に嫁いでいた
姉が試合会場に応援に来てくれて心強
かったです。ＯG時代の北海道国体では
札幌に住んでいる先輩が会いに来てく
れるなど思い出は尽きません。
　国体岡山県選手団の胸章と参加章は
今も大事に保管してますよ。青春時代の
一番の思い出ですから。
　最後に余談ですが、ハンドボール部は
美人が多かったという伝説がありました
ね（ニヤリ）。� （談）

畑（ 旧姓
田辺 ）信子（５期）

　ハンドボール部は倉女
時代に創部、100年を超
える名門です。昭和10 ～
20年代、倉女・青陵は全
国の各種大会で優勝18
回を誇る強豪で鳴らした
輝かしい栄光の歴史があ
ります。岡山ハンドボー
ル界の黄金期を築いた、
いわばわが校の〝お家芸〟
でした。最近、やや忘れら
れているようなので、改め
て当時活躍した部員、さら
に現役部員を取材、その
偉大な足跡を振り返りま
す。（別刷り３面に「光る戦
跡」一覧を掲載）

岡
山
国
体
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
会
場
の
青
陵
高
に
到

着
し
た
天
皇
陛
下
＝
同

37
年（
同
）

ハンドボール全国大会で優勝、凱旋
帰倉した倉女チーム＝昭和15年、倉
敷駅（『創立100周年記念誌』より）

倉
女

昭和
20

年代

練
習
の
合
間
に
一

息
。左
端
が
畑
信
子

さ
ん
＝
昭
和
28
年

（
畑
さ
ん
提
供
）

国体岡山県選手団
の胸章と参加章＝同

素
早
い
ボ
ー
ル
回
し 

栄
冠
重
ね
る

〝美人ぞろい〟伝説あった⁉

ハンドの倉女にあこがれ入学

優優
　　勝勝

 岡 山 の 黄 金 期 を 築 く
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　青陵誕生で男女共学となり、
早いうちに男子部員が生まれた
と思われる。女子に比べ歴史は
古くないが、男子の昭和30年代
の活動ぶりを紹介しよう。

　入学直後は剣道部に入部したが、ひざを痛めて退部、
誘いがきて２学期からハンドボール部に転部した。ここか
ら私の青春ドラマが始まった（笑い）。 
　２年生の春、〝事件〟が起きた。新たにサッカー部が誕
生、有能な同期が大勢そちらへ行ってしまった。止めること
はできないしね、残念だった。２年生で残ったのは私を含
めて２人のみ。幸い、その年の春に部員募集で優秀な１年
生が加入してくれた。当時は11人制。18人ほど揃い試合
のできる人数は確保した。何とか危機は乗り越えた。新人戦
でベスト８になったよ。 
　秋に新チームの主将になった。次の３年時は岡山国体
よ。同期の長田貞夫、１つ後輩の松田健一（15期）の両君と
私の３人が主力。出場を目指して練習を重ね８月の国体
予選を兼ねた県大会で頑張った。有力な矢掛などを倒し、準
決勝で難敵操山を延長の末破り決勝へ進んだ。相手は県内一
の強豪天城。歯が立たず岡山国体は逃がしたが、ベスト８が

目標だったので、よく
やったと思うよ。
　日曜日以外休みな
し、春休みなし、修学
旅行にも行かず。正月
には鶴形山の長～い
石段でトレーニング
を積んだ。石川宏先輩

（10期）がコーチに来てくれた。工夫もした。練習に出てこ
ない部員を口説きに家庭訪問を敢行した。チーム力を上
げようと、ライバル天城の監督に相談したところ、「練習試
合をやろう」と言われ、胸を貸してもらった。天城、操山、矢
掛、倉商の一角に食い込んで県内ベスト４になりたかった
ね。
　試合は走り負けないこととチームワークがポイント。私は
足は速くないが粘りと強いという思いで取り組んだ。そのこ

ろは伝統の女子チームより強かったよ（笑い）。でも主将時代
に一度、同窓会に呼ばれ、大先輩のおばさま連中に〝僕〟扱い
されたな。伝統って怖い！？
　真夏の猛練習。学校に優しい用務員夫婦がいてねえ、校舎
の陰で休憩していると、やかんに入れた梅酒入りの冷たい麦
茶を差し入れてくれた。あの味と励ましは今でも忘れられない。
　同窓会「三翠会」は私の呼び掛けで始めた。名付け親は現
幹事の松田君。大阪から毎回楽しみに来る仲間もいる。昭和
30年代のメンバーのつながりは今もあるのよ。� （談）

　

現
役
チ
ー
ム
の

活
動
ぶ
り
は
ど
う

で
し
ょ
う
か

−

。

　

高
校
総
体
で
は

男
女
と
も
に
、
平
成

30
年
度
以
降
ほ
ぼ
ベ
ス
ト
８
が
続

い
て
い
ま
す
。県
内
は
男
子
28
チ
ー

ム
、
女
子
20
チ
ー
ム
が
競
い
合
っ
て

お
り
、
い
ず
れ
も
上
位
に
食
い
込
ん

で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

顧
問
は
中
山
学（
保
健
体
育
）、
若

林
美
奈（
同
）の
両
先
生
で
、
い
ず
れ

も
長
い
経
験
者
で
す
。編
集
委
員
は

高
校
総
体
を
目
指
し
て
部
活
が
活
発

化
し
た
令
和
４
年
５
月
24
日
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
東
端
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

部
員
は
現
在
、
６
月
の
高
校
総
体

ま
で
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
3
年
生
が

い
て
男
女
と
も
21
人
で
す
。中
山
先

生
に
現
況
を
聞
く
と
、「
男
子
は
と
も

か
く
女
子
は
経
験
者
が
ゼ
ロ
で
す
。

1
時
間
半
と
い
う
短
い
練
習
時
間
の

中
で
、
み
ん
な
よ
く
頑
張
っ
て
ま
す

よ
。強
豪
・
倉
女
の
話
？　

折
に
触
れ

部
員
に
話
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。伝

統
校
で
す
か
ら
ね
、
歴
史
を
つ
な
い

で
い
か
な
い
と
」と
、
頼
も
し
い
答
え

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

主
将
の
長
江
孝
太
朗
さ
ん
と
宇
野

早
織
さ
ん（
い
ず
れ
も
３
年
生
）に

チ
ー
ム
づ
く
り
を
尋
ね
る
と
、強
豪
・

倉
女
に
つ
い
て
は「
…
？
」で
し
た

が
、「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら
早
い
攻
め

に
切
り
替
え
走
り
切
る
こ
と
。特
に

パ
ス
キ
ャ
ッ
チ
を
磨
い
て
い
ま
す
。

プ
レ
ー
中
は
声
を
し
っ
か
り
出
す
よ

う
に
し
ま
す
」と
、
力
強
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
背
後
か
ら
い
き
な
り
、

「
の
れ
ん（
６
㍍
ラ
イ
ン
）を
く
ぐ
っ

た
ら（
力
強
く
投

げ
る
た
め
に
）胸

を
張
れ
ー
！
」と

い
う
中
山
先
生
の
大
声
が
響

き
ま
し
た
。シ
ュ
ー
ト
練
習

が
始
ま
っ
た
の
で
す
。選
手

は
正
面
、右
サ
イ
ド
、左
サ
イ

ド
と
角
度
を
次
々
に
変
え
て

ゴ
ー
ル
を
狙
い
ま
す
。き
び

き
び
と
し
た
動
き
で
す
が
、

上
級
生
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス

が
飛
び
ま
す
。チ
ー
ム
の
雰

囲
気
は
上
々
の
よ
う
で
す
。

　

中
山
先
生
に
い
た
だ
い
た

資
料
に
は
、
大
き
な
文
字
で

「
目
標
は
全
国
大
会
の
常
連

校
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ

り
ま
し
た
。全
国
に
名
を
は

せ
た
強
豪
倉
女
を
知
る
オ
ー

ル
ド
卒
業
生
は
、
名
門
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

戸板啓四郎（14期）

倉女・青陵  栄光の軌跡

岡山国体出場は逃がす

懸命にシュート練習を繰り返
す選手たち＝青陵高校ハン
ドボールコート

「三翠会」の同窓会＝令和元年10月10日付山陽新聞

昭和
30

年代
県大会で準優勝した時の写真。前
列の表彰状を持つ人が戸板主将＝
昭和37年8月（戸板さん提供）

現
役

「目標は全国大会の常連校」

健
在
！ 

上
位
校
の
一
角

猛
練
習
積
み
県
内
有
力
校
に

1818　
回
　
回
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　２カ月ぶりに新
規オープンした倉敷美観地区
に近い老舗の「融（とをる）民芸店」を民芸ファンは忘れ
ていませんでした。むしろ心待ちにしていたのかもし
れません。
　高齢の前店主が引退した後を受けて、その後継者
になったのが元カメラマン山本尚意さん＝48期＝で
す。初日の令和４年２月5日、常連客や観光客らが次々
訪れる店頭で、忙しい接客の合間を縫ってデビュー写
真を撮らせ
てもらいま
した。
　店内には以前と同じようにコーヒーカップやコッ
プ、椀など焼き物やガラス製品、木工品を中心に身近
な生活用品合わせて約1500点がずらりと並んでいま
す。店の構えも同じで、店名も含めそっくりそのまま
引き継ぎました。
　山本さんは大学を中退して上京、フリーのカメラマ
ンとして活動しました。雑誌で「日本の手仕事」という
企画を担当、暮らしと密着した焼き物やクラフトの取
材を重ねるうちに民芸品に魅せられたのです。
　帰郷後、民芸品を扱う店で働く傍ら、開店50年の融
民芸店を訪れ前店主から民芸の歴史や仕入れ先、接客
法を伝授してもらいました。前店主の意向や家族らの
後押しで老舗の跡を継ぐ決意をしま

した。
　山本さんは
「今までの作
り手や顧客を
大切にしなが
ら次の50年を
目指します。

新たにオンラ
インショップ
を開店しまし
た」と、静かに
意欲を燃やし
ています。
　店は月～水
曜日はオンラ
インショップ
の準備のため休店、木～日曜日に開店します。（岡山市在
住）
□…山本さんは在学中、バスケットボール部でした／参考

資料：令和３年12月31日付山陽新聞
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。
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／
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元カメラマン
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新進気鋭の中世史研究者

老舗の後継店主
となった山本尚意さん＝
倉敷市阿知の融民芸店
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史
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上
梓

恩人の老舗民芸店を継ぐ
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　南極観測船「しらせ」初代艦長・佐藤保
さん（４期）の実家は古城池トンネルを
南に下って間もなくの福田町古新田にあ
る旧庄屋でした。江戸中期に建てられた
築約270年の古民家は長屋門、主屋、土
蔵があり平成31年に国の登録有形文化
財に指定されました。
　これを受けて、「できるだけ健全な形
で保存し有効活用、次の世代に渡した
い」と、佐藤家の10代目当主・毅さん（保

さんの甥）
が主屋の
一部を改
装して令
和２年８
月にカフェ
をオープ
ンしまし
た。屋敷の
そばにあ

る大木で縁起のいい「槐」（えん
じゅ）をそのまま店の名前に付け
ました。駐車場は５台分あります。
　主屋はさすが江戸建築だけあ
り、柱や梁、天井は歴史の重みを
感じる黒光り、ふすまや庭も立派
です。
　営業は週２日、木・金曜日の正
午から４時までです。座敷に４
テーブル置いて10人前後座れ
る客席を設けています。メニュー
は「槐ブレンド」などコーヒーを
メインに紅茶やハーブティーな
ど、ケーキやクッキーも用意して
います。
　長屋門や主屋の壁には庄屋
の歴史を伝える写真パネル、カ
フェへの上がり口には保さんが
持ち帰った南極の石が展示され
ています。 ◉…「同窓会報の別刷

りって、あれ、１つの冊
子にならないんですかね
え」というOBの素朴な疑
問が聞こえてきました。そ
こで印刷会社に相談した
ところ、「合体して20ペー
ジ建てにするのは問題あ
りませんが、カラーが今
の４㌻から８㌻に倍増し
て印刷費が高くなります」
とのことでした。
◉…別刷りは加川同窓
会長当時に行った増
ページで、東京青陵会の
広告を収容する－とい
う目的があったようで
した。筆者も詳しい事情
を知らなくて、ご指摘の
ように、願わくば、「20
ページ建てにして読み
やすく」と、一瞬期待し
たのですが、そこにはカ
ラー問題と資金の壁が
潜んでいました。残念…。
� （編集主幹・佐藤豊行）

編 集 を 終 え て

岡山県立倉敷青陵高等学校「同窓会だより 青陵」第54号
発　行	 岡山県立倉敷青陵高等学校同窓会
	 ［事務局］	 〒710−0043　倉敷市羽島1046−2	 TEL：086−422−8001  FAX：086−422−8004
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。

本部総会
８月6日（日） 午前10時から
倉敷アイビースクエアのエメ
ラルドホール

〈当番幹事〉未定

東京青陵会
６月10日（土） 午後３時から
東京・明治記念館

近畿青陵会
開催の方向で検討中。

九州青陵会
10月14日（土）午後４時から
福岡・西鉄グランドホテル

（以上、変更・中止の可能性あり）

2023年の予定
ＯＢの実家　佐藤　保さ

　ん（４期）
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２
人
目
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草
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敷
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内

　中原俊政、幾永昇の両君と１、３年生が同
じクラスで、別のクラスだった小野勝由君
を含め４人で開いて、もう10年近くなりま

す。横浜の中原君の盆帰省に合わ
せ、毎年そのころに集まります。コ
ロナ禍で３年中止して令和５年、
４年ぶりに顔を合わせるのを楽し
みにしています。�
� （草野泰秀  談）

株式会社  武 部不動産

倉敷市阿知1丁目8－10　☎086－424－3457

代表取締役　武　部　俊　一（12期）

築
270
年  

旧
庄
屋
が
カ
フ
ェ
に

20期有志ミニ同窓会
10年近く集うカルテット

南
極
の

石
を
展
示
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　私たちは知らないうちに貝類から小さなプラスチッ
クを体内に摂取している－という国内初の研究成果が
発表されました。研究したのは岡山大学名誉教授の難
波正義さん（5期）率いるグループで、令和４年５月14

日に岡山市で開かれた連続シンポジウム「SDGs地域課
題を探る」（山陽新聞社主催）の席上でした。
　以下は難波さんの当日の発言と同紙の関連記事を講
演形式でまとめたものです。

　2019年に始めた私たちグループの研究で、スーパーで売ら
れているカキやアサリなどの貝類に、衣類の洗濯で流れ出た
とみられる合成繊維の糸くずや微小なプラスチック類が含ま
れていることが分かりました。
　元々、プラスチックは人体にどのような影響があるのか
を調べていたんですが、最近にわかにプラスチックによる
海洋汚染問題が注目され始めましたね。そこで、岡山市
のスーパーでカキ、アサリ、ハマグリ、シジミの４種類
を買い求めて分析してみました。
　専門的になりますが、これら貝類の身をタンパク
質消化酵素と強アルカリで処理して有機物を溶か
し、残った物の中から顕微鏡で直径５ミリ以下の
糸くずやマイクロプラスチックを確認しました。
　すると、一つの個体から平均で糸くずが2.5
～ 0.5個、マイクロプラスチックが2.8 ～ 1.6
個見つかりました。糸くずもナイロンなどの
合成繊維からできているプラスチック製で
した。

　衣類を洗濯した際に剥がれてできた糸くず、さらに漁網の糸くずも混じり
ます。ペットボトルやレジ袋などのプラスチックごみも海へ出る間に劣化し
て微細なマイクロプラスチックになります。これらのごみは川からやがて海
に流出して貝類に入ったのでは、と推測されます。その貝類を食べて体内に
入った可能性があります。
　糸くずは洗濯水→川→海→貝類、というルートで日常的に体内に入ること
が判明したのです。
　世界で汚染が一番ひどいのはインドのガンジス川です。人口が多い上に川
へごみを平気で流す習慣があり、社会インフラも遅れています。バングラデ

シュは2050年には魚より海のプラスチックごみの方が多
くなるとさえ言われています。汚染は北極海にまで広がり
今や地球規模で進んでいます。
　糸くずやプラスチックごみが体内に入るルートは解明で
きましたが、そのごみに毒性があるのかどうか、さらに人体
にどのような影響があるのかは今のところ分かりません。
　しかし、貝類にこのようなごみが混じるのは問題です。プ
ラスチックに有害物質を吸着する性質があり、暮らしの中
でプラスチックの使用をできるだけ減らすことが求められ
ます。
　ごみに関する教育はドイツでは進んでますがアメリカは
遅れています。日本は中位ですかね。日本だけでなく地球の
将来のために長期プロジェクトが必要になります。

［
略
歴
］
な
ん
ば
・
ま
さ
よ
し　

医
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。
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多
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。
岡
山
市
在
住
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「長期的にごみ教育を」

貝 類 か ら 小 さ な プ ラ ご
み

岡山大学名誉教授　難波　正義さ
　ん（５期）

国内初の研究成果  シンポで報告

シンポジウムで発言する難波
正義岡山大学名誉教授＝山陽
新聞社さん太ホール

岡山大学グループの研究成果＝難波名誉教授提供
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